
４月６日（日）の早朝に消防団による火災想定訓練が行われます。

また、訓練後の午前中に消防車による防火パレードも実施されます。火災予防週間中の

７時と１９時にはサイレン又は警鐘が鳴りますので、火災と間違わないようにご注意下さい。

《訓練場所》◎鹿角市 尾去沢上山地内（水晶山団地）

◎小坂町 新町地内(交流センターセパーム）

平成２０年度 全国統一防火標語

４月６日（日）～ ４月１２日（土）

春の火災予防運動

◎消防本部・消防署 電話 ２３－５６０１ 代 ◎十 和 田 分 署 電話 ３５－２００６

◎小 坂 分 署 電話 ２９－２１１９ みなさんからのご意見お待ちしております
連絡・問い合わせ先

携帯電話やパソコンに鹿角市、小坂町で発生

した災害情報をｅメールで配信しています。

ご利用される方は、登録が必要ですので、下

記のメールアドレスへ氏名と登録するメール

アドレス、連絡先の電話番号を明記して送信

して下さい。携帯電話サイト用

ＱＲコード

★

３月７日、日本武道館で行われた自治体消防

制度６０周年記念式典において、鹿角市消防団

が消防庁長官より「平成１９年度消防団等地域

活動表彰」を受賞。この表彰は、日頃から地域

に密着した活動を積極的に行い地域防災力の向

上に寄与したため、その功績が認められたもの

です。

・・・・ ・・・・・消防通信・・・・・・

・髙杉晋一様

消防職員在職中に急逝しました、父の故

髙杉博彦様へお寄せいただいたご芳志の中

から、鹿角市消防団へご寄付をいただきま

した。故人は、在職中「魅力ある消防団づ

くり」に情熱を持ち活動して下さいました。

故人のご冥福とご遺族様のご健勝をお祈り

申し上げます。

・高瀬恵次郎様（株式会社 恵建設）

鹿角市尾去沢出身、現在神奈川県平塚市

在住の方です。鹿角市消防団女性消防団員

へご寄付を頂きました。

昨年９月の豪雨災害を知り、故郷を守っ

ている消防団の活動に感銘しご寄付に至っ

たものです。

★

地震などの災害が発生

↓

どこに避難したらいいんだろう？

一時避難地 学校のグラウンド、

公園、野球場

広域避難地 鹿角市総合運動公園

避 難 所 地域活動センターや

市民センター、学校、体育館

※不明な点は消防署、市役所・町役場へ

お問い合わせください

非常持ち出し袋の中身

・携帯ラジオ

・懐中電灯

・非常用食料品

・水(１日３リットル)

・衣類(下着やタオル、雨具)

・生活用品

（ライター､マッチ､缶切り､栓抜き、軍手､紙コップなど)

・救急医薬品

・貴重品(通帳、保険証、免許証など)

※３日分を目安としましょう

火災や災害の最新情報、応急手当講習申

し込み、各種届出様式、また消防防災情

報を掲載しておりますのでご利用下さい。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成１９年１月～平成１９年１２月

総出動件数 １,５３２件消
防 ①火 災 等 ２１件

②救 急 １, ３９１件
③救 助 ３４件

④風 水 害 １件

⑤遭難捜索 ６件

⑥そ の 他 ７９件
第２４号 平成２０年 春季号
編集・発行：鹿角広域行政組合消防本部・消防署
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応急手当普及員講習を受講してみませんか？

この講習は、あなたの周囲で突然ケガや病気で倒れ

られた方に対して行う必要な応急手当を多くの人に普

及させるため、実施方法や指導方法を習得していただ

くことが目的です。

講習は３日間で、基礎知識と基礎実技及び指導方法

などを習得する内容となっています。

受講されますと応急手当普及員認定証が交付され、

あなたの職場や地域の方々に消防職員と連携して普通

救命講習の指導を行うことが出来ます。

ぜひ応急手当普及員になって、あなたの周りのより

多くの方に応急手当の大切さを伝えていきましょう。

☆実際に応急手当普及員になって指導にあたった人の感想☆

これまでも職場で何度か救命講習を受けさせて頂いたことはありましたが、今回の講習は、自

分が同僚に普及していくという目的があり、とてもモチベーションの高い講習となりました。署

員の方々の親切な指導で安心して行うことが出来ましたが、わかりやすく伝えることや、指導の

手順などは難しさを感じる面もありました。三日間という短い講習ではありましたが、様々な職

業の方ともふれあうこともでき、なにより自分の為になる講習でしたので、大変実りのある講習

を受けさせて頂くことができました。

最後に普及員として一人でも多くの同僚、地域の方々に普及していけるよう、これからもお手

伝いをさせて頂ければと思っております。ありがとうございました。

花輪さくら保育園 Ｍ｡Ｏさんより

★
地域防災のために“チカラ”を発揮してみませんか？

・災害時の主な活動：消火活動、救助救出活動、捜索
警戒巡視、避難誘導など

・平常時の主な活動：消火訓練、防火啓発活動、器具点検
水利除雪、特別警戒など

私が消防団に入団したのは昨年７月でした。入団後間もなく、鹿角も災害に見舞われ、
私も避難勧告を受けました。大雨により堤防が決壊したり、恐ろしい光景でしたが、幸
い人的被害はありませんでした。その災害時、私は近所のおばあちゃんに声をかけただ
けでした。不甲斐ない・・。
しかし、女性でも出来ることは沢山あると思います。 女性の力も発揮しなければ!!
現在９名になりました。年齢も職業も違いますが、前向きに頑張りますので、男性団員、
市民の皆さん、家族の応援よろしくお願いします。

危険物取扱者試験合格を目指し、消防団員が消防署員とともに勉強し、１月２７日の試験に
挑戦しました。結果は乙種第４類で３名、丙種で２名の方が見事合格しました。今後の消防団
活動に活かして下さい。おめでとうございます。

★タバコの火が座布団に落ちて着火

タバコを吸っている時に、近くにあった座布団にタバコの火が落ち

たことに気が付かなかったため、後から座布団が燃え上がりました。

警報器が作動し、隣家の主婦がこの警報音に気が付き１１９番通報の

後、自宅の消火器で消し止めたので、座布団とゴザが少し燃えたぼや

火災ですみました。

住宅用火災警報器があなたの大切な

「命」「財産」を守ります！

★ あなたの家には、住宅用火災警報器を設置していますか？

今年に入ってから県内（鹿角市内も含む）で火災が連続で発生しました。

発生時間は深夜から明け方にかけてが多く、就寝時間であるために大きな火災となって

います。住宅火災で亡くなった方は年々増加傾向にあり、多くがこの時間に集中しています。

そして、亡くなった方の７割が「逃げ遅れ」によるものです。この「逃げ遅れ」を減らす

ために、住宅用火災警報器の設置が義務付けられたのです。警報器は熱や煙を感知し、火災

をいち早く知らせ避難させるのが役目です。

火災警報器が作動し、

大きい火災に至らずにすんだ例をご紹介します。

春は空気が非常に乾燥し、山は枯れ葉などが燃えやすい状態になっています。

山や林野で自然発火する可能性は低いです。原因の多くは焚き火等の火の不始末によるものです。

・山に入っても火を使わない。

・火遊びは絶対しないでください。

・強風時及び乾燥時には、焚き火をしない。

・枯れ草等のある場所では、焚き火をしない。

・焚き火の場所を離れるときは完全に消火する。

・火入れの際は、必ず消防署へ届け出をしてください。

例年『青い羽根』募金に際しまして、市・町民の皆様にたくさんのご協力をいただきまして

ありがとうございます。平成２０年度も６月から募金運動を開始する予定です。

各自治会を通じてご協力をお願いいたしますので、その節はよろしくお願いします。

秋田県水難救済会鹿角市事務局（広域消防本部内）

小坂町事務局（小坂町役場町民課内）


